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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・4/23（水）～4/25（金）で職員の健診が実施されますので、期日内で採血・尿検査等を行うようにして下さい。

・平成20年度治療プログラム企画運営委員会担当表が出来ています。現時点では予定となっていますが、業務分担表へ挟めていますので各自で確認を行うようにして下さい。

・患者様カルテのIDラベルの貼り替えを行っています。また、病棟カルテの入院形態の表記に変更がありますので、間違いの無いようにして下さい。

医療保護入院・措置入院→○

任意入院→表記なし

＜患者様連絡事項＞

・久保　清美様～4/24（木）7時よりデキスターチェックがありますので、忘れずに実施するようにして下さい。

・松川　順子様～本人より買い物カードの使用について希望があり、医事Tへ確認しています。ご家族が手続きをしておりカードは作成中との事でした。本人へは状況を説明していますのでカードが届き次第、利用して頂くようにしましょう。

・松橋　清子様～右大転子部の褥創が治癒したとの事で、褥創予防対策管理委員の濱谷Nsが褥創治癒の報告書を作成し提出しています。今後も皮膚状態の観察を継続して行っていきましょう。

・江刺家　陽輝様～4/25（金）17：30～4/27（日）14：00まで外泊希望あり、主治医より許可が出ています。ご家族へは連絡済みです。

・田端　テル様～面会時、長男様より介護認定の申請へ行く予定と話しがありました。SW末政さんへの情報提供をしています。

＜措置入院患者様評価・検討＞

・出河　攻様、石切　久様、久保　清美様が措置解除の方向で検討されています。

＜Dr安ヶ平担当患者様NCP評価・検討＞

・松橋　清子様～体重増加見られ、血液検査の結果アミラーゼの数値も正常の範囲内となっている事、本人からの希望も聞かれエンシュアリキッド（たん白アミノ酸製剤）を止めとしています。引き続き、食事摂取状態の様子観察と体重変動の観察を行っていきましょう。

・中川原　義雄様～歯痛の訴え聞かれる事から臨時薬が処方となっています。継続して歯痛の有無の確認と様子観察をして行きましょう。

ヨウフェナック　1T　1×夕/7T（解熱鎮静消炎剤）

・寺地　利代子様～大腿部の疼痛聞かれ、ナパゲルン軟膏（解熱鎮静消炎剤）が1本処方となっています。疼痛の有無の確認と様子観察をして行きましょう。また、排便コントロールの為、シンラック液（下剤）が1本処方となっていますので、排便状況の観察をして行きましょう。

・中村　マス様～左手首の疼痛聞かれ、アスモロール（鎮痛・消炎剤）が200g処方となっています。疼痛の訴えが聞かれた際は発布して様子観察を行いましょう。

・市川　真紀子様～5/14（水）にハロマンス注を実施予定としています。

・久保　清美様～精神症状が落ち着いて来ている事から、5月いっぱいを目処に措置解除予定としています。SW末政さんへの情報提供をしています。

＜コメディカル報告・検討＞

・巴　勇樹様～SW末政さんからスタッフへ退院前訪問指導について説明を受けています。

詳細はWizのSW室内にある【退院前訪問看護】というフォルダに書式が入っていますので、各自で確認をして下さい。

病棟スタッフ側では、『退院前訪問指導検討書』の作成・提出→『退院前訪問指示箋』を主治医から受ける→『退院前訪問指導報告書』の作成・提出が一連の流れとなります。

・5月上旬を退院予定としている事から2～3回程（土日・祝日を検討中）の訪問指導を実施予定とし、第1回目を4/29（火）と検討しています。SW末政さんが父様へ日程の確認をして下さいます。

・寺地　利代子様～ご家族への不満や金銭面に関しての訴え強く聞かれ、気分変動や粗暴行為に至る事が度々見られている事から、SW末政さんの付き添いで気分転換目的としての病院敷地内の散歩を検討しています。散歩をする事で本人の気分が紛れ落ち着きを取り戻す事が出来るようにする事が目的です。また、今後はリハプロの時間内で実施出来るように検討している為、受け持ち担当スタッフで計画書の作成をして行きましょう。粗暴行為や気分変動が見られた際は訴え傾聴し、時間を置いて行動の振り返りをして行くように関わって行きましょう。

＜Dr川端担当患者様面談＞

・岡田　石子様～妹様の面会後、主治医面談を行っています。措置入院に至った経緯について伝え、現在も服薬調整を行っているが妄想に左右された発言など症状が軽減されない事もあり、今の段階では措置解除の見込みが無い事を説明しています。今後、症状が軽減されても単身生活は不可能と考えられ、施設入所が妥当である（出来ればご家族が住んでいる付近の施設）と主治医より説明されると、妹様は現在の所は転院を考えていないと話されています。

